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第 2 回 [名古屋]スマート工場 EXPO 出展のご案内 

 

拝啓 貴社いよいよご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申

し上げます。 

さて、弊社はこの度、ポートメッセなごやにて開催されます、「第 2回 [名古屋]スマート工場 EXPO」

に出展する運びとなりました。 

当ブースでは、デジタルデータ化技術の進展に伴う「現場のリアルタイムデータ取得」と「その見

える化」による新しい工場経営マネジメントソリューションを展示・紹介します。人、もの、設備、

更には検査情報の見える化からその情報を工場経営マネジメントに活用する一連のソリューション

をご覧頂けます。 

ご多忙のところと存じますが、是非足をお運び頂けますようお願い申し上げます。 

略儀ながら、書中をもってご案内申し上げます。 

敬具 

記 

 

日時 2019 年 9 月 18 日(水)～20 日(金) 10：00～18：00(※20 日のみ 17：00 終了) 

会場 ポートメッセなごや 第 3展示館  小間番号：3-84 

※ 交通アクセスは下記 HP をご覧ください。 

http://portmesse.com/access 

出展製品 

（予定） 

◯タイテック ファクトリーマネジメントソリューション 

・不良情報入力管理パッケージ（インライン検査工程、外観検査工程で使用） 

・作業記録管理パッケージ（最終検査工程、組立工程で使用） 

・設備情報管理ソリューション（設備オペレーターの作業支援で使用） 

◯プロワークサポーター:プロジェクションマッピングによる、作業支援 

〇電子黒板(xSync Board):現場画面共有による、作業支援 

◯ウェアラブルカメラ:クラウド対応、軽量＆コンパクトなウェアラブルカメラ 

お問合せ先 担当 システムカンパニー BI 事業部  鳥居、住吉 

   TEL：052-824-7373 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

＜ブース位置＞ 

場所：第 3展示館 小間番号：3-84 



＜出展製品紹介＞ 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無料トライアルの申し込みも受付中︕ 

http://www.tietech.co.jp/in01/index3.html 

◯作業記録管理パッケージ 

＜条件表＞ ＜設備からの実績情報＞ 

＜生産情報の一元化＞ 

作業手順書、検査手順書などをタブレット上に表示

し作業者の作業⽀援を⾏うとともに、ページめくり

にてリアルタイムに工程間及び全体作業時間を自動

的に集計。進捗状況やスキルの⾒える化を実現し、

更には最適な ST による作業標準化を実現。 

プロジェクター投影による組

⽴工程においての直接的な作

業⽀援表示／指示より、作業

の全体の効率化と改善を実

現。また、作業時間や誤作業

などのトレサビリティー管

理、TEGRA ボードを用いた

簡易外観検査での自動判定も

実施。 

Wi-Fi 接続にて、ハンズフ

リーにて作業効率向上、

作業⽀援が可能。広角レ

ンズを採用し、また低照

度下でもカラーでの撮影

が可能。 

ネットワークカメラとし

ても、クラウドカメラと

しても活用でき、また SD

カードにも保存が可能。 

外観検査などの検査結果記録をタブレットにて直接デジ

タルデータ化。転記・集計作業工数の削減とともにリアル

タイムでの進捗状況確認が⾏うことができ、かつ作業時

間集計も正確に⾏えるため、作業予測を正確に⾏うこと

が可能。 

不良情報と⽣産時の条件、設備の情報などを紐付けでデ

ータ分析し、かつトレーサビリティー管理による不良対

策の迅速対応、ノウハウの⾒える化、⼈の作業状況も含

めた工程の最適化や歩留まり向上によるコストダウンへ

の⾒える化を実現。 

 

◯不良情報⼊⼒管理パッケージ  ◯設備情報管理ソリューション  

◯ウェアラブルカメラ EW-1 ◯プロワークサポーター 

◯電⼦⿊板 X-Sync Board 

簡単でかつ直感的な操作で、大型モニタとしてのみではなく、拠点間同士を

つないでの Web 会議では双⽅で同時に書き込みができるため、同じ認識で

議論ができ、議事録などを即座にファイルサーバーに保存できるなど、会議

だけでなく、工程検討や技術⽀援など、製造現場の情報共有なども円滑に⾏

うことが可能。 


